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チェル ノブ イ リ 2 5 周年  救援キャンペーン  

4/23牛込箪笥区民ホール＆4/14～26チェルノブイリ・福島写真展  【報告】 

  チェルノブイリ 25年 命・自然と題して行われた今

年のチェルノブイリ 25年目の最新報告は、残念

なことにフクシマ元年の報告にもなってしまいま

した。 

当初の計画では、広河さんの最新報告とチャリ

ティコンサートと半々の感じで進めていましたが、

広河さんの報告に期待を寄せる人たちからの問い

合わせが続き、数日前には完売を予感させました。 

しかし、例年、当日券を発行していますので、

それをあてにして来られる方もいらっしゃり、ま

ったく出さないわけにもいきません。 

当日は入れない人が続出しましたが、ロビーで

テレビ観賞していただくことができました。また、

後半からは若い人たちに立ってもらったり、みな

さまのご協力の甲斐があり、混乱せずに会を終え

ることができました。 

次ページのアンケートをごらんいただくとおわ

かりのように、広河さんの話をもっと聞きたかっ

たという声が多数寄せられました。 

 また、チャリティコンサートにも賞賛する声が

多く、荒川少年少女合唱隊のかわいらしさと訓練

された歌唱力、「祈り」1曲にもかかわらず、強

烈な印象を与えたクミコさん、胸に響いた花田さ

んの「チェルノブイリ鎮魂曲」、それぞれの共演

者に惜しみない拍手がおくられました。 

初めて参加、という方が多くいらっしゃって福

島原発の事故後、原発、放射能に対する関心の高

さがうかがわれました。 

本当のことを知りたいという人たちに確実な 

メッセージを与えたと思います。 

////*******////////********////////******//// 

早稲田奉仕園スコットギャラリーで行われた

「広河隆一写真展」。改装されたばかりのギャラ

リーでしたが、クラシカルな雰囲気が漂うすてき

な会場でした。今回は会場側のご厚意により、例

年の写真展と違って、長期間開催できました。場

所は繁華街にあるわけでなく、ふらりといらっし

ゃるお客さんは望めませんでしたが、その代わり、

この写真展を見たい、という思いの強いお客様が

多かったと思います。 

そして、若い人の姿が目立ちました。チェルノ

ブイリとフクシマの写真に、みなさん声もなく見

入る、という感じでした。 

開催が長期にわたったことと、閲覧コーナーを

設けたため、じっくり腰を据えて資料類も見てい

かれる方々。ボランティアの稲葉さんによる語り

「チェルノブイリの祈り」にも多くのみなさんが

参加されていました。チェルノブイリの写真の前

で語ることが一番この本にふさわしいと言われる

稲葉さん。ゆっくりと情景を聞く人たちにイメー

ジさせる力をお持ちでした。 

今年、特徴的だったのは広河さんの本を求める

人が多かったことです。見本として見てもらうこ

とはできましたが、チェルノブイリ関連の書籍は

ほとんどが絶版状態で期待に応えられない点もあ

り、残念でした。『チェルノブイリの真実』をも

とに新たに出版された『暴走する原発』が好評で

す。この後も絶版の本が復刊、あるいは新刊され

ることを祈っています。 
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  1986 年 4月 26日に発生したチェルノブイリ原
発事故。事故で亡くなった人々や、事故後、病
や世間の偏見などさまざまな苦難と戦い続けて
来たウクライナやベラルーシの人々の姿から、
私たちは一体何を学んできたのでしょうか？私
たちはこれまで、彼らの体験を伝え、救援する
ということだけではなく、私たち自身の問題と
してこの事故について学び考える場としてもこ
の救援企画を実施してきました。事故から25 年
目となる今年、“私たちのような子どもを増やさ
ないで！”と言ったチェルノブイリの“子ども
たちの願いに応えるために”、今一度、この25年
間のチェルノブイリを振り返る企画を催したい
と考えていました。
  いよいよ準備も佳境に入ってきた3 月 11 日、
東日本大震災が起こり、直後から、福島第一原
子力発電所の事故が報道されました。ついに起
きてしまった！そんな気持ちでした。そんな中
迎えたこの企画には、講演会、写真展を通じて
これまでに無い本当にたくさんの方が来場され
ました。
　さまざまな情報が流れ、確かな情報が求めら
れる中、講演会では、広河隆一氏、神野英樹氏、
そして急きょ参加してくださった河田昌東氏と
いう 3 氏を迎えることが出来たことは大変素晴
らしい事でした。それぞれの立場かららチェル
ノブイリ、そして福島を見て語られた言葉には、
事故の重大さとそして確かな情報と培ってきた
経験こそが大切であることを教えてくれました。
　また、チェルノブイリ25 年の軌跡と題した広
河氏の写真展では、事故から25 年間を追うとと
もに、フクシマ 0 年の写真がまさにチェルノブ
イリと重なって見えてくる写真展となりました。
ぐるりと 1 周会場を回った最後に展示されてい
たフクシマは、まさに 25 年前のチェルノブイリ
の姿だったのです。
　アンケートには、来場された人々の切実な思
いが語られていました。地震、津波という天災
に加えて起きてしまったこの原発震災。私たち
は、あのチェルノブイリの子どもたちの願いに
応えることが出来ませんでした。しかし、この
先、少しでも子どもたちの願いに応えられるこ
と、私たちがすべきこと、をしなければいけな
いと感じています。チェルノブイリの、そして
フクシマの子どもたちの願いに応えるために、
今、全力を尽くさねばならないと思っています。

チェルノブイリ救援企画in 名古屋 - 子どもたち
の願いに応えるために - を終えて　西部　理恵

4 . 2 3 箪笥区民ホールイベントに参加

　私は今回イベントにボランティアとして参加
するのが初めてでしたが、お手伝いできてよ
かった。まず、何より、たくさんのお客様に来
ていただけてよかった。 関心の高い時期に開催
されたので、皆さんの期待値も高かったと思い
ますが、 中身が濃く、その期待にこたえ、皆さ
ん本当に満足して帰られたのではと思います。
私の持ち場の隣では、Days Japan が飛ぶように
売れ、売り切れてからは Days Japan がないの
なら広河さんの写真をとカレンダーのバックナ
ンバーが結構売れました。また、最後私はお客
様からよく見える位置に募金箱を持って立って
いたので、たくさんのお客様が突進するように
私のほうに向かってきて募金をしてくださいま
した。割合としてはアンケートを投函された人
は少ないように感じましたが（＊）、上記のよう
に、私の場所ではお客様の感動がすごく伝わっ
てきました。個人的には広河さんのお話や、ピ
アノ、かわいい合唱は期待通りにすばらしかっ
たですが、 クミコさんの歌は一曲だけどすごい
迫力で驚きました。（ボランティア／Ｓ・Ｉ）
＊アンケート回収は例年より高い数字でした。

======= ★ ======= ☆ ======= ★ ========
〔会場でのアンケートから〕
○政府の御用学者の言っている事があてになら
ないということが改めてよく分かりました。来
た目的は主に講演を聴くためではありましたが
歌や演奏もよかったです。（40 代　男性）
○子ども達が音楽と楽しみながらチェルノブイ
リ（今後はフクシマ）を学ぶ、知ることはとて
も大切と感じた。（50 代　女性）
○ありがとうございました。東京都の小学校の
教員です。福島より一人の転入生が私の学級に
入りました。彼女に対する心が定まりました。
また私の教えた児童が合唱隊で活躍していま
す。心を育てること大切にしたいと思いまし
た。（50 代　女性）
○全く初めて考えた。すぐに何と言えば、来て
良かったです。（30 代　女性）
○チェルノブイリの子どもたちが、今、日本を
応援しているということを聞いて、なんとも胸
が痛くなりました。（20 代　女性）
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福島原発震災が起きて3か月が経ち

ました。 

 

この3か月、全ての人が、ひとりひ

とり、懸命に生きてきました。 

 

目を凝らしましょう。 

見えない放射能に。4月5日までに

放出された放射性物質は77万テラ

ベクレル。チェルノブイリ事故の3

分の１、広島原爆約200個分の放射

性物質が環境中に解き放たれてしま

いました。そして毎日、空へ、海へ、

大地へ、大量の放射能が流れ出てい

ます。それは生き物に入り込み、蓄

積しています。 

 

目を凝らしましょう。 

今、生命を削りながら必死の作業を

続けている人たちがいます。年間被

曝限度はこれまでの5倍に引き上げ

られました。線量計も足りず、内部

被曝の検査もされず、大量の被曝を

強いられ、恐怖と疲労の中で、私た

ち社会の命運を賭けて働く人たち。

愛する息子が今日も原発復旧作業の

ために家を出て行くのを、たまらな

い気持ちで見送る母親がいます。 

 

目を凝らしましょう。 

今、たくさんの人々が、被曝を強い

られて生活しています。 チェルノ

ブイリ事故後、強制避難区域となっ

た地域と同じレベルの汚染地域で、

人々が普通の暮らしをするようにと

求められています。赤ん坊も、子ど

もたちも、放射線を浴び、放射性物

質を吸い、飲み込み、暮らしていま

す。学校に子どもを送り出した後、

罪の意識にさいなまれ、涙を流す母

親がいます。大人たちは、子どもた

ちを守るための方法を必死に探して

います。年間20ミリシーベルトと

いう途方もない値。親達は教育委員

会にも行き、県にも市町村にも、そ 

して厚労省にも行き、不安を訴え、

子ども達が被曝から守られることを

求めました。自ら放射線量を測り、

校庭や園庭を除染しました。防護の

ための勉強会を開きました。給食は

安全なのか、プール掃除は、夏の暑

さ対策は、これまでの内部被曝量

は・・・考え付く限りのことをやっ

ています。子どもを疎開させた親も

います。情報が錯綜する中、家族の

中に、地域の中に、衝突や不和が生

じています。 

 

耳を澄ましましょう。 

赤ん坊の寝息、こどもたちの笑い声

に。この世界を信頼し、裸で産まれ

てくる赤ちゃん、世界の全てを吸収

して日々成長する子どもたち。私た

ち大人はそれにどう応えるのでしょ

うか。 

 

耳を澄ましましょう。 

木々のざわめき、かぐわしい花に集

まる虫たち、海を泳ぐ魚たち、山や

森に暮らす動物たち・・・生きとし

生けるもの全ての声に。 

 

耳を澄ましましょう。 

まだ生まれぬ生命たちのささやきに。

私たちの生命が希望を託すこの小さ

な声たちがなんと言っているのか、

聞き取れるでしょうか。 

 

耳を澄ましましょう。 

生きている地球の鼓動に。私たちは、

動く大地のうえに街を建て、一瞬の

生命をつないで生きてきました。次

の巨大地震はいつ、どこに来るので

しょうか。 

 

耳を澄ましましょう。 

自分の心の声に。 

 

私たちの故郷は汚されました。 

 

もう二度と、３月１１日以前に戻る

ことはありません。海にも空にも大

地にも、放射能は降り注ぎました。 

 

私たちは涙を止めることはありませ

ん。こんなに悲しいことが起きたの

ですから。心から泣き、嘆き、悔や

み、悼みます。 

 

私たちは涙を恐れません。 

私たちが恐れるのは、嘘です。幻想

の上に街を再建することです。人々

が被曝し続けることです。そして声

なき無実の生命たちの未来が、失わ

れていくことです。 

 

私たちは変化を恐れません。 

恐れるのは、悲劇を直視せず、悲劇

を生み出した社会に固執し続けるこ

とです。大きなもの、効率、競争、

経済的利益、便利さ・・・そうした

ものを、私たちは問い直します。科

学も数字も全て、私たちの生命のた

めに奉仕するべきであって、逆では

ありません。 

 

私たちは、別のあり方を求めます。

無数のいのちの網目の中で生きる、

私たち人間のいのちを守る、別の価

値観と社会を求めます。 

 

私たちの中の「原発」に、私たちは

気づいています。私たちはそれを、

乗り越えていきます。 

私たちは声をあげ続けます。 

私たちは、行動し続けます。 

人間性への深い信頼を抱き、限界な

く、つながり続けます。 

 

再び、目を凝らしましょう。未来の

世界に。人々が放射能におびえるこ

となく、被曝を強いられることもな

く、地球という自然に調和しつつま

しく豊かに暮らす世界の姿に。 

 

今日皆さんと歩む一歩一歩の先に、

そうした未来があると信じています。 

 

2011年6月11日  

ハイロアクション福島原発40年 

実行委員会 委員長  

6・11 アクション 広島原爆ドーム前で  うのさえこ(福島ハイロアクション) 
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●チェルノブイリ子ども基金 NEWS 年4 回発行● 

〒162-0816 東京都新宿区白銀町25 メゾンド原207 号室 Tel／Fax 03-5228-2680 
ウェブサイト＝http://www.smn.co.jp/cherno/index.html e-mail: cherno1986@tokyo.email.ne.jp 

事務局ブログ ◇神楽坂事務局だより http://blog.goo.ne.jp/cherno1986jimukyoku/  
※当基金は任意団体のため、ご寄付は税金控除の対象とはなりません。ご了承ください。 

チェルノブイリ関連情報、福島原発震災関連情報、随時ウェブ・ブログで更新中 

 

■ボランティア募集 

◎事務局では、毎月第 1･3 土曜日の午後 1 時半～5

時半、ボランティアの方に事務作業などを手伝って

いただいています。 

◎ニュース発送作業（年 4回：3・6・9・12月） 

次回 9/17（土）午後 1時～4時ごろまで 東京ボラ

ンティア市民活動センター（飯田橋駅ビル セントラ

ルプラザ 10階）。少しの時間でも歓迎です。 

＊ボランティア参加希望の方は、日程が変更になる

場合もありますので前日までにご連絡ください。 

【問い】平日午前10 時～午後5 時半 留守の場合は

伝言をお願いします。T＆F 03-5228-2680 

 

■「基金ニュース」について 

募金をくださった方には、使途の報告を兼ねた“ニ

ュース”を原則１年間お送りしています。また、ニ

ュース購読費（2,000 円／年）も募っております。

印刷・発送などの経費の残金は、募金として使わせ

ていただきます。 

 

★広河隆一著『暴走する原発』  

小学館発行 1,365 円 

いまこの時期にこそ、多くの

みなさまに読んでいただきた

い本です。今回特別に送料込

の価格でおわけします。当基

金から購入いただくと代金の

一部が募金になります。 

☆DVD 4・23 救援イベントより 

広河隆一最新現地報告 

約50 分 頒布価格 800 円 送料100 円 

★テレビ番組の紹介  6/26(日) 深夜 1:20～ 

大阪毎日放送制作「映像 11～その日のあとで～」(仮題)

チェルノブイリ子ども基金の活動が紹介されます。 

ベラルーシのサナトリウム「希望21」を取

材・撮影しています。関西方面の方は番

組を確認の上、ご覧ください。 

 

未来に安心なエネルギーを！ 

 

 

  
 

 

 

 

 

すべての方に振込用紙を同封しております 

事務作業の都合により、まことに勝手ながらすべて

の方に郵便払込用紙をお送りしております。すでに

通信費･寄付金を納入された方はどうぞご容赦くだ

さい。 

 住所変更の方はお知らせください  

新旧両方の住所を、葉書・FAX・Ｅメールまたは払込

票の通信欄にてご連絡ください。また、通信が二重

に届いている場合、ご家族で連名による一通送付で

もよい場合なども同様にお知らせください。 

払込取扱票のお名前・ご住所は 

楷書でわかりやすくご記入ください 

郵便局からは払込取扱票のコピーが届きます。文字

がかすれて判読しづらい場合がございますので、楷

書でわかりやすくご記入ください。 

「受領確認の葉書」をご希望の方へ  

通信費･寄付金を納入された方で、受領確認の連絡を

ご希望の方には、葉書(金額は記載せず)をお送り

します。振込用紙の該当欄に印をつけてください。 

「領収証」が必要な方へ  

郵便局払込取扱票の「払込受領証」は公に認めら

れる領収証です。大切に保管ください。別途領収

書がご入り用の際はお申し出ください。 

●ご不明な点がございましたら問い合わせくださ

い。 

 

 
第5 期理事会 2011 年 4 月～2013 年3 月 

 代表理事 向井雪子 
 理事 大戸清一 小寺隆幸 佐々木真理 

齋藤武光 鈴村稔 中務俊之   
 監事  清水玲子 鈴木由利子 
   顧問  黒部信一 広河隆一 

上記のような体制になりました。 
＊・＊ 

福島原発震災が起き、チェルノブイリ支援活動は
今後どうするのか？当面は姉妹団体と協力しあい、
長年のチェルノブイリ支援活動を生かした、福島
の子どもたちへの支援を模索しながら進めていく 
所存です。引き続きご支援をよろしくお願いいた
します。 

 

事 務 局 か ら 

http://www.smn.co.jp/cherno/index.html
mailto:cherno1986@tokyo.email.ne.jp
http://blog.goo.ne.jp/cherno1986jimukyoku/



